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１．進路について ～進路選択からの科目選択～ 
 

１、３年次の科目選択は 
① より具体的な進路を見据えた科目選択→ 学部 学科 大学 

② 学ぶ分野の初めてのオリジナルな選択→ 周りと違う 
 

２、どう選択する 
① 自分の「好き」「興味関心」から 

② 自分の「得意」から 

③ 自分の将来のビジョン（職業）から 

   大学で資格の為の課程を修めないとなれない職業 医師、歯科医師、獣医師、薬剤師 等 

   大学に進学しないと現実的にはなるのが難しい職業 弁護士、裁判官、検事、宇宙飛行士 等 

④ 受験科目から 

⑤ 受験方式から 
 

３、受験科目についての考え方（一般論） 
① 国公立大学前期（最も汎用性のある選択例） 

【文系】 共通テスト  国語、数学Ⅰ・Ａ、数学Ⅱ・Ｂ・Ｃ、英語が必須 

            a：地理総合・地理探究、歴史総合・日本史探究、歴史総合・世界史探

究、公共・倫理、公共・政治・経済 

            b：地理総合・歴史総合・公共 

               文系の場合は、多くは aより２科目 

              物理基礎、化学基礎、生物基礎、地学基礎から２科目 

               または 

              物理、化学、生物、地学から１科目 

              情報Ⅰ 

       個別学力検査 国語、英語が必須 

a：地理総合・地理探究、歴史総合・日本史探究、歴史総合・世界史探

究、公共・倫理、公共・政治・経済、数学から１～２科目 

【理系】 共通テスト  国語、数学Ⅰ・Ａ、数学Ⅱ・Ｂ・Ｃ、英語が必須 

            a：地理総合・地理探究、歴史総合・日本史探究、歴史総合・世界史探

究、公共・倫理、公共・政治・経済 

            b：地理総合・歴史総合・公共から１科目 

              物理、化学、生物、地学から２科目 

              情報Ⅰ 

個別学力検査 数学Ⅰ・Ａ・Ⅱ・Ｂ・Ｃ・Ⅲ、英語が必須 

物理、化学、生物から１～２科目 

② 私立大学（３教科型で最も多いもの） 

【文系】 国語、英語が必須 

       a：地理総合・地理探究、歴史総合・日本史探究、歴史総合・世界史探究、公共・

倫理、公共・政治・経済、数学（Ⅰ・Ａ・Ⅱ・Ｂ・Ｃ）から１科目 

【理系】 数学Ⅰ・Ａ・Ⅱ・Ｂ・Ｃ・Ⅲ、英語が必須 

       物理、化学、生物から１科目 

 
＊受験科目は大学の学部、学科、入試区分によってすべて異なる。一つの大学を調べて「分かった」「知った」つもりでいると大変

なことになる。（併願校も考えておくこと） 

 中でも、国公立や早稲田、慶應等の理系では理科の専門科目が２科目必要な場合や、文系でも社会の専門科目が２科目必要な場

合もあるので今からしっかり対策すること。他の大学においても入試の形態によって専門２科目を要することがある。 
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２．３年次科目選択について 
Ⅰ 選択上の注意 

 

 

 
 

※１ ２年次の選択科目によって、３年次に選択できない科目、又は選択しなければならない科目があります。 

 

※２ 自由選択科目も含め、３年次途中で選択を変更・中止することはできません。 

 

※３ 選択科目（必修選択・自由選択）について、原則として 10 名に満たない講座は、開講しない場合があります。 

 

※４ 自由選択科目については、選択した科目の組み合わせにより、開講希望に添えないことがあります。 

 

 

 

  



4 

 

Ⅱ ３年次履修科目 
 

教科 科目 単位数 対象・条件

1 論理国語 2

2 古典探究 2

3 保健体育 体育 2

4 英語コミュニケーションⅢ 4

5 論理・表現Ⅲ 2

6 1

教科 科目 単位数 対象・条件

1 文系必修 国語 文学国語 3 必修

2 日本史研究

3 世界史研究

4 地理歴史 地理探究

5 公共＆政治・経済β

6 公共＆倫理

7 素描

8 演奏研究

9 数学 数学総合

教科 科目 単位数 対象・条件

1 数学B 1

2 数学C 1

3 化学 2

4 物理 6

5 数学 数学Ⅲ 5

6 化学 2

7 生物 4

8 数学 数学Ⅲ 5

9 化学 3

10 生物 4

11 数学 数学研究 2

教科 科目 単位数 対象・条件

1 国語 国語表現 4 希望者

2 世界史探究 4 希望者

3 日本史探究 4 希望者

4 地理探究 4 理系希望者

5 数学 数学総合 4 文系希望者

6 倫理 2 理系希望者

7 政治・経済α 2
希望者（2年で政治・経済を選択

していない者）

8 化学基礎 2 文系希望者

9 生物基礎 2 文系希望者

10 英語 英語実践 2 希望者

11 美術Ⅲ 2 美術Ⅱを履修した者

※選択科目について、原則として１０名に満たない場合には、開講しません。

※自由選択科目については主な対象を示しました。履修の可否に質問があれば遠慮なく科目担当者へ質問してください。

自由選択

芸術

公民

理系Ⅲ

文・理系　自由選択

理科
理系Ⅲ必修

地理歴史

理科

芸術

必修

必修

国語

全員

外国語

総合的な探究の時間

文系

文系必修選択① 地理歴史 4 1つ選択

公民

文系必修選択② 4 1つ選択

理系Ⅰ必修

理系Ⅱ必修理系Ⅱ

理系

理科

理系必修 数学 必修

理系Ⅰ

理科
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Ⅲ 各選択科目について 

教科 

必修 

選択 

自選 

単 

位 

数 

科目 学習内容 注意事項 

国語 必修 2 論理国語 近代以降の様々な文章や作品を

読む能力を高めるとともに、実社

会を生きるために必要な言語能

力の育成、論理的・批判的に考え

る力や創造的に考える力を養いま

す。 

２年次に使用した教科書を使

用します。 

必修 2 古典探究 ２年次で学習した古典（古

文・漢文）をさらに深く学び

ます。大学入学共通テスト・

難関国公私立大受験に対応し

た問題演習（過去問題など）

も行う予定です。 

２年次で使用した教科書を副

教材として使用することもあ

ります。また、「新修古典文

法（京都書房）」「漢文学習

必携（京都書房）」も使用す

る予定です 

文系必修 3 文学国語 「論理国語」で学習した内容

をより実践的に学びます。大

学入学共通テスト対応の問題

演習や、文章要約練習・国公

立個別試験を視野に入れた記

述式問題演習津尾を行う予定

です。自ら読み、書き、考え

る授業です。 

文系は必修科目になります。 

自由選択 4 国語表現 話すこと・聞くこと・文章の

構成・推敲など、作文や小論

文の書き方のみではなく、

「表現すること」全般を学び

ます。実際にスピーチした

り、様々な課題に答える形で

文章を書いたりします。 

表現力をつけたい人を対象に

します。推薦入試や総合型入

試などは受験の時期や内容が

個別に異なるので、それぞれ

の入試に対応できるとは限り

ません。 

地理 

歴史 

文系必修

選択 

4 世界史研究 ２年次に学習した世界史探究

の継続で、15 世紀からはじま

るグローバル化する世界と各

地域の変化を中心に現代まで

の世界の歴史を学習します。 

２年次の「世界史探究」とこ

の科目で大学入試が扱う全範

囲の学習が完成します。大学

入試で世界史を受験科目に考

えている人は、原則この科目

を選択してください。 

文系必修

選択 

4 日本史研究 ２年次に学習した日本史探究

の継続で、江戸以降の、近代

化に向かう日本の歴史につい

て学習します。２年次同様、

文献史料や図表に触れなが

ら、社会・経済史、外交史な

どを学びます。 

２年次の「日本史探究」とこ

の科目で大学入試が扱う全範

囲の学習が完成します。大学

入試で日本史を受験科目に考

えている人は、原則この科目

を選択してください。 

文系 

必修選択 

自選 

4 地理探究 「地理総合」をベースに、世

界の地形・気候・産業・人

口・文化といった内容を深め

ていきます。現代世界につい

て、地図や統計資料をもと

に、正しく理解し的確に判断

２年次必修の「地理総合」と

この科目で大学入試で扱う地

理の全範囲の学習が完成しま

す。大学入試で地理を受験科

目に考えている人は、原則と

してこの科目を選択してくだ

さい。 
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する能力を身に付けることを

目指します。 

自由選択 4 世界史探究 紀元前から 14世紀までの世界

各地域の歴史を学習します。各

地域の社会・文化などの特徴や

影響を歴史的な視点から学ぶこと

を目標としています。 

２年次文系必修選択に設置して

いる「世界史探究」と全く同じ内

容です。 

この３年次自選「世界史探究」と

３年次の「世界史研究」を受講

することで大学入試で対象とな

る全ての範囲が終了します。大

学入試で世界史を受験する予

定の生徒は、この点に留意してく

ださい。 

自由選択 4 日本史探究 旧石器時代から江戸初期まで

の日本の歴史を学習します。

文献史料や図表などにも触れ

ながら、日本の社会・経済

史、外交史などを学びます。 

２年次文系必修選択に設置して

いる「日本史探究」と全く同じ内

容です。 

この３年次自選「日本史探究」と

３年次の「日本史研究」を受講

することで、大学入試で対象とな

る全ての範囲を終了します。大

学入試で日本史を受験する予

定の生徒は、この点に留意してく

ださい。 

  

文系必修

選択 

4 公共＆政

治・経済β 

「公共」では、主に経済分野

を学習します。「政治・経済

β」では、主に国際分野を学

習します。日々の時事に対し

て自分で読み解く能力（リテ

ラシー）を身に付けることを

目指します。 

共通テストで「公共、政治・

経済」受験を検討している生

徒のための講座です。毎回、

時事問題も取り扱う予定なの

で、ニュースを見て自分で考

えていく習慣を付けてくださ

い。 

  

文系必修

選択 

4 公共＆ 

倫理 

「公共」では、主に経済分野

を学習します。「倫理」で

は、主に西洋思想、日本思

想、現代の課題について学習

します。自分の身の回りの事

象に対して問題意識を持つ姿

勢を身につけることを目指し

ます。 

共通テストで「公共、倫理」

受験を検討している生徒のた

めの講座です。毎回、時事問

題も取り扱う予定なので、ニ

ュースを見て自分で考えてい

く習慣を付けてください。 

公民 自由選択 2 政治・経済

α 

内容は政治分野を取り扱う予

定です。国内政治と国際政治

に限らず、人権問題も取り扱

う予定です。共通テストおよ

び私大の受験科目で「政治・

経済」を検討している生徒は

履修してください。 

２年次文系に設置している

「政治・経済（α）」（必修

選択/２単位）と全く同じ内

容を取り扱うので、そこで

「政治・経済」を履修してい

る生徒は履修できません。３

年生の文系必修選択の政治・

経済や倫理の倫理分野と同様

の内容です。 

自由選択 2 倫理 青年期、宗教、西洋思想、日

本思想、現代社会の諸課題を

取り扱います。当たり前のこ

とが実は当たり前ではないの

共通テストで「倫理」受験を

検討している生徒のための講

座です。毎回、時事問題も取

り扱う予定なので、ニュース
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ではないかという問題意識を

持つ姿勢が身に付きます。 

を見て考える習慣をつけてく

ださい。 

数学 理系必修 1 数学Ｂ 「統計的な推測」について学

びます。標本調査や正規分布

を用いた仮説検定の方法を理

解します。また、収集したデ

ータを処理し、母集団の特徴

や傾向を推測したり、標本調

査の方法や結果を批判的に考

察したりします。 

数学Ⅰ・Ａの「データの分

析」、「場合の数と確率」の

内容が十分に理解できている

ことが求められます。 

理系必修 1 数学Ｃ 「平面上の曲線と複素数平

面」について学びます。「平

面上の曲線」では、放物線、

楕円、双曲線などの曲線を幅

広く学習します。「複素数平

面」では、複素数を図形的に

捉え、深く考察していきま

す。 

数学Ⅱの「複素数と方程

式」、「図形と方程式」、

「三角関数」の内容が十分に

理解できていることが求めら

れます。 

理系ⅠⅡ 

必修選択 

5 数学Ⅲ 「極限」、「微分法」、「積

分法」について学びます。数

学Ⅱの最後に学ぶ微分・積分

の考えをさらに発展させて、

より深く学びます。また、国

公立大学の２次試験や私立大

学の入学試験に備えて、数学

ＩＡ、数学ⅡＢ、および数学

Ⅲ全般にわたっての演習も行

います。 

数学に強い興味や関心をもっ

て更に深く学習しようとする

生徒や、将来、数学が必要な

専門分野に進もうとする生徒

対象の授業です。数列や三角

関数、指数・対数関数など、

１・２年で習った数学の内容

が充分に理解されていること

が求められます。 

理系Ⅲ必

修 

2 数学研究 大学入学共通テストや大学入

試に備えて、数学Ⅰ・Ⅱ・

Ａ・Ｂ・Ｃ全般にわたっての

演習を行います。また、融合

問題なども積極的に取り入

れ、真の実力を身に付けるこ

とを目標とします。 

授業は演習が中心なので、数

学Ⅰ・Ⅱ・Ａ・Ｂ・Ｃで学習

した様々な定理や公式を理解

して”使える”状態であるこ

とが求められます。 

文系必修

選択 

自由選択 

4 数学総合 大学入学共通テストや大学入

試に備えて、数学Ⅰ・Ⅱ・

Ａ・Ｂ・Ｃ全般にわたっての

演習を行います。また、融合

問題なども積極的に取り入

れ、真の実力を身につけるこ

とを目標とします。 

授業は演習が中心なので、数

学Ⅰ・Ⅱ・Ａ・Ｂ・Ｃで学習

した様々な定理や公式を理解

して”使える”状態であるこ

とが求められます。 

理科 理系Ⅰ・

Ⅱ・Ⅲ必

修 
２
・
３ 

化学 化学での、「反応の速さと仕

組み」「化学反応の速さと平

衡」「高分子化合物」につい

て学びます。問題演習および

化学の発展的内容の理解を深

めます。数学Ⅲを履修する理

系は２単位、それ以外の理系

は３単位履修します。 

理系の必修科目です。授業内

容は難しくなり、数学的な力

も必要となってきます。２年

次で「化学」を履修していな

ければ、選択できません。 
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理系 

Ⅰ必修 

6 物理 力学、波動、電気と磁気、原

子と原子核等を系統的に学習

していきます。すべての自然

科学の基礎学問であり、理

学・工学系の進路希望者には

必須の科目です。 

学習内容が非常に多く、授業

スピードも速くなります。

日々の予習、復習がとても重

要になります。２年次に「理

系選択・物理基礎(２単位)」

を履修していなければ、選択

できません。 

理系 

Ⅱ・Ⅲ必

修 

4 生物 遺伝情報の発現と発生・生物

の環境応答・生態と環境につ

いて学びます。 

受験で生物を必要とする人は

もちろん選択してください。

また、医学部・薬学部・農学

部・理学部（生物分野）に進

学を考えている生徒は、受験

で使う・使わないにかかわら

ず履修しておいた方がいい科

目です。２年次で「生物」を

履修していなければ、選択で

きません。 

自由選択 2 化学基礎 国公立文系への進学を考えて

いる生徒が、大学入学共通テ

ストに向けて、１年次に学習

した「化学基礎」の内容を復

習していくことを中心に進め

る科目です。問題演習などを

通して、実戦的な力を身に付

けます。 

どのような進路志望であれ、

選択した場合は、１年間勉強

することになります。自分の

進路志望をよく考えた上で、

選択してください。文系が主

な対象です。 

自由選択 2 生物基礎 国公立文系への進学を考えて

いる生徒が、大学入学共通テ

ストに向けて、１年次に学習

した「生物基礎」の内容を復

習していくことを中心に進め

る予定です。問題演習などを

通して、実戦的な力を身に付

けます。 

主に、文系対象。 

理系選択者でも選択可です

が、理系選択者は志望校の受

験科目を確認の上、受講する

こと。 

芸術 文系必修

選択 

4 演奏研究 表現領域（実技）に重点を置

き、各自の課題を設定して、

歌唱・器楽の表現力を高めて

いきます。音楽系大学あるい

は初等教育、保育等の進路を

希望している者は選択するこ

とが望ましい。 

音楽Ⅰ、音楽Ⅱの履修に関ら

ず誰でも選択できます。自ら

の目標をしっかり持って選択

してください。 

文系必修

選択 

4 素描 美術系・建築系・進学希望者

及び、デッサン力のアップを

めざすもの。 

素描の基本と応用と様々な画

材（鉛筆・木炭・インク・パ

ステル等）の活用法 

１・２年に比べると時間も十

分とれるのでしっかりと集中

力の持続が必要となります。 

自由選択 2 美術Ⅲ 美術系進学希望者がより専門

的な学習を目指すための科目 

美術Ⅱを履修していなければ

選択できません。 
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外国語 必修 4 英語コミュ

ニケーショ

ンⅢ 

「聞くこと」「読むこと」

「話すこと(やりとり)」「話す

こと(発表)」「書くこと」の５

領域を総合的に発展させて行

う科目です。学術的な内容

や、様々な事象を多面的かつ

多角的に捉えるため、より論

理的に表現できるようになる

ことを目標とします。 

文系・理系ともに必修科目で

す。後期は共通テストの演習

をやることもあります。 

必修 2 論理・表現

Ⅲ 

「論理・表現Ⅰ」及び「論

理・表現Ⅱ」の学習内容を踏

まえ，三つの領域別の言語活

動を結び付けた統合的な言語

活動を通して，「話すこと

［やり取り］」，「話すこと

［発表］」及び「書くこと」

を中心とした発信能力の育成

を強化するための指導を発展

的に行う科目である。 

文系・理系ともに必修科目で

す。 

自由選択 2 英語実践 様々な事柄の背景を英語で学

んでいきながら、情報を整理

し、自らの意見を英語で相手

に伝えることを目的とした科

目である。 

文系・理系ともに選択可能で

す。リスニング・スピーキン

グ力を伸ばしていくことを目

的としているため、実践的な

英語に意欲的に取り組めるこ

とが望ましい。 

 

Ⅳ 今後の予定 
 

  

6 月 6 日（火） 3 年次科目選択説明（本日）予備調査用紙配布 

7 月 3 日（月）  予備調査用紙提出期限 締め切り厳守・保護者のサイン（自署）必須 

夏季休業前に本調査用紙配布 

8 月 31 日（木）  本調査提出期限 締め切り厳守・保護者のサイン（自署）必須 

 

※注意 本調査用紙提出以降は、変更ができません。 

 


